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6 月 12 日は、「児童労働反対世界デー」。国際労働機関（ILO）が定めた、「児童労働をなくすことを世界

に呼びかける日」です。児童労働ネットワーク（以下 CL-Net）は、この日をまたぐ 5 月から 6 月の期間に児童

労働反対世界デーキャンペーンを実施しています。児童労働のことを知る人や行動する人を増やし、署名

活動で市民の声を政府に届けることで、児童労働のない世界を目指しています。 

7 年目となる 2012 年のテーマは、「子どもたちの未来の話をしよう」。児童労働をまずは知ってもらうた

めに、5月 5日から 6月 30日の約 2ヶ月間に渡り、イベント開催やツイッター、Youtubeなどを通じた活動を展

開しました。 

 

6月 10日のメインイベントにて （c）Takehisa Goto 

6 月 10 日のイベントにて撮影

（c）Takehisa Goto 

児童労働ネットワーク短信 第 17号＜キャンペーン特集＞2012年 9月発行 

★News 1   日本政府に提出する署名が 28万 5140筆集まりました！      (P.3) 

★News 2   児童労働がテーマの 26イベントに 9,427名が参加しました！ (P.4～7) 

★News 3   今年はソーシャルメディアを多く活用しました！ 

 

●児童労働反対世界デーキャンペーン2012 実績一覧 

 

一覧 
 

●6 月 10 日のメインイベント参加者と 

STOP CHILD LABOUR の記念撮影を行いました！ 

 

●イベント数             26 件 

●イベント参加者数        9,427 名 

●メディア掲載数              36 件 

●ウェブサイト訪問者数        5,732 名 

●アクション提示数                    8 件 

●署名数           28万 5140 筆 

●賛同団体数              36 団体 

    CL-Net会員団体 22  キャンペーン賛同団体 14 

●ツイッター フォロワー数           944 名 

 

★Facebookページを作りました！ 

  264名の方が「いいね！」し、最多で 939名の方が記事を閲覧しました！ 

★Youtubeにキャンペーンオリジナル動画を投稿しました！ 

  児童労働を伝える動画を制作し、合計で 2,484回再生されました！ 

★〝児童労働ツイート選手権～児童労働をテーマにつぶやいて、フェアトレード 

パンツをもらおう～″ を開催しました！  ↓優勝ツイートはこちら↓ 
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●演劇上演会＆シンポジウム 

「ぼくは5 歳で兵士になった～元子ども兵士が語る最悪の児童労働～」 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：2012年 6月 10日（日） 

時間：13時 30分～17時 20分 

場所：文京学院大学 仁愛ホール(東京都文京区） 

共催：NGO-労働組合国際協働フォーラム 

   ILO（国際労働機関）駐日事務所 

   児童労働ネットワーク 

参加者数：664 名(来場 478名,U-Stream126名, 

     スタッフ 60名) 

第 1部 

演劇：今年も昨年に引き続き、（特活）フリー･ザ･チルドレン･ジャパン（FTCJ）

のアクションキッズによる児童労働の演劇から始まりました。「コンゴの戦う

子どもたち」のタイトルで、小学生から高校生までのアクションキッズが、コ

ンゴの子どもたちの置かれている状況をとても迫真ある演技で伝えてくれま

した。日本の高校生がコンゴの子どもたちのためにアクションを実際に起こす

姿は、私たちにもできることがあるというメッセージを伝えてくれ、とても心

に響くものでした。 

基調講演：5歳で子ども兵士となったミシェル・チクワニネさんからスピーチ

をいただきました。元子ども兵士という暗さを感じさせず、時には会場を笑い

で包みながらも、何かずっしりと重いものを感じさせる素晴らしい講演でし

た。思い出すことも辛いであろう自らの経験を語ってくれただけでなく、わた

したちにできることについても、お話しくださいました。 

 

第 2部 

報告：国際労働機関（ILO）駐日代表・上岡恵子氏より世界の児童労働

の現状についての報告や、ILOの取り組みを紹介をいただきました。 

パネルディスカッション：最後のセッションとして、パネルディスカ

ッション「子どもの権利が守られる世界を目指して」を行いました。

パネリストは（公社）アムネスティ・インターナショナル日本より谷

口玲子氏、国連児童基金（UNICEF）東京事務所より山口郁子氏、（特

活）テラ・ルネッサンスより鬼丸昌也氏を招き、モデレーターは CL-Net

代表の堀内光子がつとめ、それぞれの立場から見た児童労働、児童労

働問題への取り組み例などを紹介していただきました。中でも鬼丸氏

からの「問題はみんなが問題だと思わない限り、問題にならないので

す。だから私たちはこの現実を周りに伝えなければいけないのです。」

というメッセージは、わたしたちにまず出来ることを示唆いただいた

ように思います。 

児童労働反対世界デー（6/12）にあわせて、3 団体の共

催で毎年イベントを開催しています。 

ILOが定めた 2012年のテーマは、「人権・社会正義」。 

そこで今年は、人権・社会正義に著しく反する子ども兵士
に着目しました。元子ども兵士のミシェル・チクワニネさ

んをゲストに招き、子どもの権利の観点から児童労働につ

いて考えていきました。 

 

会場ロビーでは、NGOを中心とした 13団体がブースを出展し、児童労働をなくすためにどのような活動をしているのか、ご来場いただ

いたみなさんに直接ご紹介しました。会場前、休憩中、会場後のロビーはとてもにぎやかで、あちこちで活発なコミュニケーションが

もたれていました。またロビーに設けた署名スペースでは、「世界から児童労働をなくそう！署名」へ多くの方に署名をいただきまし

た。 

 

ミシェルさんの講演 ILO駐日代表 上岡さん 

パネルディスカッションの様子 

堀内さん・谷口さん 

ミシェル氏の講演 

署名コーナーの様子 大盛況だった NGO紹介デスク スタッフのみなさん 

ILO駐日代表 上岡氏 パネルディスカッションの様子 

山口氏・鬼丸氏 

パネルディスカッションの様子 

堀内氏・谷口氏 

質疑応答の様子 

活発な議論が行われました 

迫真の演技で伝えてくれた 

     アクションキッズ 
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「児童労働からなくそう！署名」 提出報告 

●内閣府、外務省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省に署名を提出しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国から集まった署名用紙 

ご協力ありがとうございました！ 

●「世界から児童労働をなくそう！署名」 過去最高の 28 万 5140 筆！  

児童労働反対世界デーキャンペーンでは、キャンペーンの一環として 2008年から「児童労働をなくそう！」署名活動を行っていま

す。5年目となる 2012年は「世界から児童労働をなくそう！署名」として、提出先に内閣府と経済産業省も新たに加え、日本政府

に国際協力へ児童労働撤廃の取組を組みこむこと、撤廃のための具体的な国内行動計画の策定を求めていきました。 

 

2012 年 5月 5日から 7月 31日まで、約 3ヶ月

間の署名活動を展開し参加を呼びかけたとこ

ろ、全国の個人・団体から「児童労働をなくそ

う！」の声が続々と届き、昨年を更に大きく上

回る２８万５１４０筆の署名が集まりま

した。ご協力いただいたみなさま、児童労働を

なくすためのアクションを起こしていただき、

誠にありがとうございます。ご協力に心より感

謝申し上げます。 

 

今年は集まった署名を、9 月中に全て提出する

ことができま

した。提出の

様子は下記、

また詳細は

CL-Net のウ

ェブサイト 

を是非ご覧く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

●これまでの署名数実績 

2008年   12,004筆 

2009年   74,396筆 

2010年  200,036筆 

2011年  212,346筆 

2012 年 9 月 18 日及び 19 日に、柳澤経済産業副大

臣、小宮山内閣府特命担当大臣（少子化対策）及び厚

生労働大臣、加藤外務大臣政務官、城井文部科学大臣

政務官へ署名を直接提出しました。提出の際は

CL-Net代表団が全ての署名を持参して手渡し、要請、

みなさまから届いたメッセージの紹介、意見交換を行

いました。 

大臣、副大臣及び政務官より、児童労働の撤廃に向

けて各省庁が連携して取り組むことが必要だとのコ

メントや、国内行動計画の策定に向けた具体的アドバ

イスなどをいただき、また児童労働問題への取り組み

の重要性を改めてご認識いただくことが出来ました。  

CL-Net では署名要請事項の実現に向けて、引続き

政策提言を続けてまいります。 

 

※詳細は CL-Netウェブサイトをご覧ください。 

※大臣、副大臣及び政務官は全て当時です。 

児童労働反対世界デーキャンペーン2012  

ʫ Ѓ ҥϐ   ׀
 

内閣府特命担当大臣（防災、「新しい公共」、少子化対策、男女共同参画）殿  

外務大臣殿  

文部科学大臣殿  

厚生労働大臣殿  

経済産業大臣殿  

 

世界には２億１５００万人の子どもたちが、十分な教育を受けられないまま、児童労働を強いられて

います。残念ながら、サハラ以南のアフリカ地域や15歳から17歳の年齢層では、児童労働が増えてい

ます。 

  

児童労働は、子どもたちの人権の重大な侵害です。子どもたちは経済搾取などから保護されるべきで

す。各国政府は、子どもの権利条約やILO条約によってそれを保障する義務が課せられています。近

年はそれに加え、国連、OECD（経済協力開発機構）、ILO（国際労働機関）、ISO（国際標準化機構）

などの企業やすべての組織の社会的責任に関する国際的枠組みの中で、児童労働の撤廃が責任として

明記されています。  

 

また、2010年のミレニアム開発目標（MDGｓ）のハイレベル会合の成果文書の中で、目標１（極度の

貧困と飢餓の撲滅）において、社会経済開発、貧困撲滅プログラム、普遍的教育等の国際協力・援助

を通じて最悪の児童労働撤廃に取組むべきことがうたわれています。  

 

国際条約の締約国として、日本もまた、「最悪の形態の児童労働」(*)を撤廃するために、具体的な

措置を直ちに講じることが義務付けられています。さらに、２０１６年までに「最悪の形態の児童労

働」をなくすため、｢グローバル行動計画｣が2010年11月のILO理事会で定められ、その工程表の中で

各国政府の行動が求められています。  

 

＜日本政府への要請事項＞  

１．日本政府が貧困削減や教育支援の国際協力を行うにあたって、児童労働の現状を十

分に考慮し、子どもの権利が保障されるよう、児童労働撤廃のための取組を組み込んで

下さい。  

 

２．日本政府は、分野横断的な児童労働撤廃のための国内行動計画を策定し、様々なセ

クターの関係機関・関係者が協働して児童労働撤廃に取り組めるよう、連携への支援を

強化して下さい。  
 

*「最悪の形態の児童労働」とは、ILO 第 182号条約に定められている、撤廃に向けた即時の行動が求められる児童労

働を指します。債務労働、人身売買、子どもポルノ・買春、子ども兵士、危険・有害労働等を指します。日本は 2001

年にこの条約を批准しました。  

小宮山内閣府特命担当大臣(少子化

対策)及び厚生労働大臣と 
柳澤経済産業副大臣と 

城井文部科学大臣政務官と 加藤外務大臣政務官と 
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●キャンペーンイベントレポート  
北海道、東京、千葉、山梨、愛知、大阪、福岡 26 9,427  

 

 

 

「プラン・おとなスクール」 

(公財)プラン・ジャパン／5 月 9 日(水),26 日(土) 

6 月 13 日(水),23 日(土) 

●主なテーマ：児童労働 

●内容 

上映会：児童労働の定義･要因を説

明した後、バングラデシュのスト

リート・チルドレン自身が自分た

ちの生活の様子を撮影した短編映

像、「風船売り」「運搬人」を上映しました。そして児童労

働に対するプランの取り組みを紹介した後に、ネパールで家

事使用人として働いていた女の子が、プランの支援を受け、

人生の再スタートを切った映像、「カマラリたちの新たな人

生」を上映しました。 

●参加者の様子 

参加者は児童労働について理解を深めただけでなく、自分た

ちにできることを考え、署名にもご協力いただきました。 

 

「コットンCSR サミット2012」 

(特活)ACE／5 月 10 日(木) 
●主なテーマ：児童労働・コット

ン 

●内容 

トークセッション：企業、NGO、学

生と、コットンに様々な形で関わ

っている皆さまからコットン生産の現状や栽培方法と魅力、

コットン生産現場における児童労働や農薬などの課題、企業

のそうした課題への取り組みなどをお話しいただきました。 
報告：昨年から始まった東北コットンプロジェクトの進捗状

況や、昨年のサミット登壇者の方から近況報告等をいただき

ました。  

●参加者の声：「児童労働､種子の遺伝子組み換え、資源問題

など、幅広い内容が興味深かった」「様々な立場の人たちの

話を聞けて興味深かった」 

 

「戦わされる子どもたち ムービー＆トークカフェ」  
(特活)フリー・ザ・チルドレン・ジャパン/5 月 12 日(土) 

●主なテーマ：少年兵 

●内容 

映画上映：「カシム・ザ・ドリー

ム～チャンピオンになった少年

～」を見て少年兵を経験したこど

もたちがどのような人生を歩むの

かを学んだ。 

トークセッション：現地で少年兵についての取材をしている

フォトジャーナリストの下村靖樹氏をお招きし、現地で体験

した戦場における少年兵の生の話しを伺った。 

●参加者の声：「子ども自身が活動するのが素晴らしい」 

「テレビでしか聞いたことなかったことが、身近に感じ、世

界共通の問題なのだなと思いました」 

 

 

 
第 2 回「スマイルカフェランチ」～おいしいゴハンを食べて子
どもたちに笑顔を  ACE Rooters／5 月 20 日(日) 
●主なテーマ：児童労働 

●内容 

タイ料理を食べながら、児童労働や

ACE の活動について理解を深めるイ

ベントでした。参加者同士で自己紹

介をしあって気さくに話せるアット

ホームな雰囲気の中で、疑問に思っ

ていたことや最近の活動などについ

て気軽に質問していただきました。 

●参加者の声：「今まで知らなかった児童労働の話を聞くこ

とができました」「アットホームな雰囲気の中で楽しく過ご

すことができました」 

 

「カンボジアの子どもたちと共に児童労働をなくそう！」 
(特活)国際子ども権利センター／5 月 20 日(日) 

●主なテーマ：カンボジア・子どもの権利 

●内容 

講演：代表理事の甲斐田万智子によ

りカンボジアの子どもの権利や団体

の活動紹介、さらに児童労働と教育

の関係や児童労働をなくすための活

動等についての講演が行われました。

クイズ形式のビンゴを含んだことで、参加者同士でも積極的

に意見が交わされていました。講演後の質疑応答もとても活

発なものとなりました。 

●参加者の声：「カンボジアでこれほどたくさんの子どもが

児童労働に巻き込まれているなんて驚きだった」 

 

「チョコと児童労働のビターな関係」 
ACE 学生チームPeACE／5 月 20 日(日),6 月 23 日(土) 
●主なテーマ：チョコレート・児童労働 

●内容 

上映会：映画「トニーズチョコロン

リ―」を上映しました。いつも何気

なく買って食べている安いチョコレ

ートの裏側に、搾取されている人々

がいるという紛れもない事実を知ってもらうきっかけを作れ

たイベントでした。上映会後には参加者のみなさんと感想を

シェアする時間を設けました。 

●参加者の様子：話し合いの中で、自分とは違った角度から

見た意見や考えに触れることができたため、参加者の方には

新たな気づきが生まれたと思います。 

 

「自分磨きで社会貢献セミナー」 
(特活)ACE／5 月 25 日(金) 

●主なテーマ：社会貢献 

●内容 

講演：株式会社イー・ウーマンと株

式会社ユニカルインターナショナル

の代表取締役社長佐々木かをりさん

をお招きして、はじめに ACE代表岩

附より ACEの活動について話した後、大学生のころから時間

東京 

37名 

東京 

12名 

東京 

109名 

東京 

50名 

東京 

57名 

東京 

22名 

東京 

30名 
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管理をされてきた佐々木さんに、自分をハッピーにするため

の時間管理術について伺いました。 

●参加者の声：「今回参加するために、初めて 18時前に仕事

をあがりました！これからもタイムマネジメントしていきま

す」「児童労働の話が印象に残りました。もっと遠い話かと

思っていたけど、意外と身近で興味深かったです」 

 

「Asian Activist-α2012」 
(特活)ヒューマンライツ・ナウ／5 月 26 日(土) 
●主なテーマ：人権問題・児童労働 

●内容 

講演：高校生のころよりインド・

メガラヤ州で起きていた児童労働

を問題と捉え、政府や国際機関、

メディアを巻き込んで子どもの人

身取引を包括的に防止する枠組み

を作り活動してきたインドの Impulse Social Enterpriseの

代表ハシナ・カールビー氏を招聘し、今年の Asian Activist-

αを贈呈しました。さらに世界の児童労働問題に取り組む NGO 

ACEより成田由香子氏にもお越し頂き、ACEの児童労働に関す

る活動についてもお話頂きました。 

●参加者の様子：関心がとても高かった。参加者の方々にと

って、インターン、ボランティア、研究など次のステップに

繋がる会であったと思う。 

 

「銃を持たされる子どもたち－子ども兵士の現実と解決の
いとぐち－」 (公社)アムネスティ・インターナショナル日本   
／6 月 2 日(土) 
●主なテーマ：子ども兵士 

●内容 

講演：世界に数十万人いると言わ

れている子ども兵を取り巻く現状

について、NPO法人テラ・ルネッサ

ンス理事長の小川真吾さんをお招

きし、ご講演頂きました。参加者

は 30名程度で、学生や子どもの権利・アフリカ・武器規制の

問題に関心の高い方が多く、講演後には活発な質疑応答が行

われました。 

●参加者の声：「力のある講演により、子ども兵士を取り巻

く問題を概観することができた」 

 

「7 歳で働くってどういうこと？～意外と知らない私たちと
児童労働の関係～」(公財)プラン・ジャパン/6 月 6日(水) 
●主なテーマ：児童労働 

●内容 

4 本の短編映画上映：背景や現状な

ど解説を交えながら上映。 

学生や仕事帰りの方など170人の方

にご来場いただきました。 

講演：プラン アジア地域統括事務

所勤務の子どもの権利専門家であるラシャ・セクロビッチよ

り、世界での児童労働の現状、ならびにプランのアジアにお

ける活動をご報告。続いて、拓殖大学大学院非常勤講師の長

坂寿久氏（プラン･ジャパン理事）より、「児童労働と日本の

関係について ～あなたにも私にも世界を変えることはでき

る～」を講演。 

●参加者の声：「自分たちの生活が児童労働に深く関わって

いることに少なからずショックを受けた」 

「知る、気付くというのは本当に大切なことだと感じた」 

 

「児童労働撲滅キャンペーンin 北海道」 
 NTT 労働組合／6 月 9 日(土) 
●主なテーマ：子ども兵士・児童労働 

●内容 

講演：元「子ども兵士」のミシェル・

チクワニネさんの話では、真実を伝

える言葉に胸を詰まらせ、参加者が

涙する場面もあった。また、女優で

国連親善大使の紺野美沙子さんの特

別講演等も行なわれた。 

報告：今年 4 月にネパールで実施されたＮＴＴ労組スタディ

ツアーの報告が行われた。 

●当日の様子：ＪＲ札幌駅前地下広場には、組合員・家族を

はじめ、道行く人など、世代を問わず多くの人が集まった。 

 

 

「元子ども兵士ミシェルと語ろう！ぼくたちにできること」 
(特活)フリー・ザ・チルドレン・ジャパン／6 月 12 日(火) 
●主なテーマ：子ども兵士 

●内容 

講演：企画から準備、イベントの進

行まですべてを FTCJ子どもメンバー

とユースメンバーが行いました。「元

子ども兵士ミシェルとの対話を通し

て、自分たちにできることを考えよ

う！」という趣旨のもと、参加者同

士意見交換をしたり、ミシェルと交

流したりと、とても活気あふれるイベントでした。 

●参加者の声 

「ひとりの力は小さくてもみんなの力を合わせれば世界を変

えることができるのだと分かった」「日本はどれだけ幸せな

のだろうと思いました。みんな世界の地球に住んでいるのだ

から世界のことをもっと知るべきだと思いました」 

 

 

「元子ども兵士ミシェルと語ろう！ぼくたちにできることin福
岡」(特活)フリー・ザ・チルドレン・ジャパン／6 月 16 日(土) 
●主なテーマ：子ども兵士 

●内容 

講演：このイベントは、企画から準備、イベントの 

進行まですべてを FTCJ 福岡グループのメンバーが行いまし

た。「元子ども兵士ミシェルとの対話を通して、自分たちに

できることを考えよう！」という趣旨のもと開催され、最初

に元子ども兵士ミシェルのスピーチを聞いた後に、私たちに

できることを考えるワークショップを行いました。 

●参加者の声 

｢実際に話しを聞き、現実を知ることができて良かったです｣ 

｢自分も同じ 5歳の男児がいるので、同年齢の子がそんな経験

をしているということがショックでした｣ 

 

「Café ACE～仕事、恋愛、社会貢献、どれもあきらめなくて
いい理由～」   (特活)ACE／6 月 23 日(土) 
●主なテーマ：社会貢献 

●内容 

フリートーク：事務局長の白木より、

ACE の活動を仕事にするまでや今感

じていることをお伝えした後、みな

さんとお茶を楽しみながらお話しま

した。 

●参加者の声 

東京 

80名 

東京 

30名 

東京 

170名 

北海道 

6300名 

東京 

73名 

福岡 

40名 

東京 

14名 
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「国際協力したいけれど、何からしてよいのかわからないと

いう気持ちをシェアできたのがよかった」「同じ関心を持っ

た方々に会ってお話を伺うことができ、大変有意義でした」

 

 

 

「児童労働反対月間」 
(特活)アジア日本相互交流センター・ICAN 
／6 月 1 日(金)～30 日(土) 
●主なテーマ：児童労働 

●内容 

写真展：フィリピンの児童労働写

真展を ICAN日本事務局内で開催し

た。参加者は中学生から社会人ま

での幅広い年齢層であり、一度写

真展を見に来られた方が、次は友

人を連れてくるなど人から人へと広がりを見せた。 

勉強会：ICAN日本事務局内および愛知県内の学校において児

童労働勉強会を 3回開催した。 

●参加者の声：「児童労働の現実を知って衝撃的でした。私

たちができることは少しかもしれないけれど、その少しの力

が集まれば大きな力になると思いました」「他の人の意見 

や考え方を知る事が出来て、自分の知識の幅が広がった」 

 

 

 

 

 

 
 
「児童労働に関する展示開催・ムービー上映」 
Save Children Network／6 月 4 日(月)～8 日(木) 
●主なテーマ：児童労働 

●内容 

展示：創価大学のロビーにて、児童

労働について展示、またムービーを

上映しました。児童労働の現状、ケ

ーススタディー、解決策、児童労働

反対世界デーのイベントのアピー

ル、児童労働をなくそう！署名につ

いて展示しました。 

●当日の様子：多くの学生が、展示やムービーを必死に見て

くれ、児童労働問題を啓発する良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
「世界フェアトレード・デー2012」  フェアトレード推進会議 
イベント実行委員会／5 月 12 日(土) 
●主なテーマ：フェアトレード 

●内容 

シンポジウム：東ティモールで支援

活動を行う3団体が現地での活動を

報告するとともに、これからの展望

が語られました。さらにピープル･

ツリー／グローバル･ヴィレッジの

代表サフィア・ミニーとともに、パ

ートナー生産者団体のインド「サシャ」からゲストが登壇し、

フェアトレードの意義について現地の声を届けました。他に

も今年 4月のフェアトレード意識調査の結果が報告され、「広

げる」活動のヒントがつまったセッションとなりました。 

ワークショップ：グループワークや意見交換、ミサンガを作

りなどがわきあいあいと行われました。 

●参加者の声：「世界フェアトレード・デーとして、同じ日

に同じ場所で、みんな同じことを考える事はとてもいいこと

だと思った」「様々な分野で活躍されている人の話が聞けて

とても勉強になった」 

 

「シンポジウム 南アジアにおける児童労働・売買の防止に
向けた取り組み」 
(特活)ヒューマンライツ・ナウ／5 月 27 日(日) 
●主なテーマ：児童労働・人身売買 

●内容 

ワークショップ：ハシナ・カールビ

ー氏、UNICEF東京事務所代表の平林

国彦氏を迎えてワークショップ「南

アジアにおける児童労働と子どもの

人身売買」が行われました。ハシナ・

カールビー氏は、Impulse NGO Networkの報告書をもと、炭 

 

 

 

 

坑における児童労働の実態と、状況を変えるための彼女たち 

の活動についてプレゼンテーションを行いました。また、

UNICEF 東京事務所代表の平林国彦氏から UNICEF の児童労働

に対する取り組み、教育支援についてなどのお話を頂きまし

た。 

●当日の様子：多くの若い人々にお越し頂き、児童労働の問 

題、社会起業家への関心の高さを強く感じた。 

 

「児童労働、子どもたちを学校へ－今ここでできること」 
(特活)ソルト・パヤタス／6 月 3 日(日) 
●主なテーマ：児童労働 

●内容 

ワークショップ：子ども、学生か

ら熟年者まで、児童労働に関心を

持つ一般市民の方、日本社会に生

きる個々人がもつハンディキャ

ップを解決するための活動を進

める方、海外での孤児院運営を進める方、フィリピンの貧し

い農村での井戸建設等を行ってこられた方など、19人が参加

されました。 

シンポでは、マニラ事務局長の小川恵美子が、参加者の皆さ

んにソルト発生の起源に深く係る児童労働について説明しま

した。 

●参加者の声：「お話から、私達の世代では、ビデオのよう

な世界の現状を知らない人がほとんどだと思うから、できる

だけ伝えていきたいとかんじました。ワークショップでは、

わたしが学校でみんなにうまく伝えるためにどうしたらよい

のかを真剣に考えてくださったのでそのアイデアを参考に、

これからもがんばろうとやる気がでました。ためになりまし

た」 

 

愛知 

270名 

東京 

100名 

東京 

600名 

福岡 

19名 

東京 

60名 
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「ワークショップ チョコレートから世界が見えてくる」 
(特活)アーユス仏教国際協力ネットワーク／6 月 8 日(金) 
●主なテーマ：チョコレート・児童労働 

●内容 

ワークショップ：ACE の召田さんの

司会でチョコレートにまつわるク

イズに身体を動かしながら答えた

り、チョコレートの原料となるカカ

オの生産地であるガーナと日本の

家庭の違いを体感するお買い物ゲ

ームなど、楽しみながら自然と学べる内容でした。 

●参加者の声：「実際にチョコレートがどこでどのように作

られ、私たちの手元に届いているのかを初めて知った」「カ

カオの生産現場で小さな子どもたちが労働させられている実

態についてショックを受けた」 

 

「STOP！児童労働アクション2012」 
(公社)アムネスティ・インターナショナル日本／6 月 9 日

(土),11 日(月),12 日(火) 
●主なテーマ：子ども兵士 

●内容 

ワークショップ：コンゴ民主共和国大

統領宛の子ども兵士使用に反対する

手紙を書きました。現在のアムネステ

ィ大阪事務所は淀屋橋にあるので、他

の用事のついでにぶらりと立ち寄ってくださった人も。少人

数のためゆっくり話ができました。 

●当日の様子：初めて事務所に来てくれた人が 6 人もいて、

やる価値のあるものであった。 
 

「4 団体合同プレゼン大会」 
Save Children Network／6 月 25 日(月) 
●主なテーマ：国際問題・平和 

●内容 

ディスカッション：創価大学内の 

国際問題を扱う学生団体 4団体 

が集まりそれぞれの団体が「団体 

の平和へのアプローチ」というテ 

ーマでプレゼンを行い、その後 

「平和」について考えディスカッションを行いました。 

●参加者の声：「世界の問題を知り、ディスカッションで議 

論することができよかった、楽しく学ぶことができよかった」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
「めっちゃ学校行きたいねん！御堂筋ウォーク2012」 
(特活)フリー・ザ・チルドレン・ジャパン(特活)国際子ども 
権利センター／6 月 3 日(日) 
●主なテーマ：児童労働 

●内容 

ウォーク：参加者は中学生から社会人

と幅広い層からの参加でしたが、特に

高校生が多かったのがよかったと思

います。 

大阪の千代田高等学校の生徒さん、京

都の立命館宇治高等学校の生徒さんたちは、横断幕と拡声器、

プラカードなどを持ち、とても大きな声で「ストップ、スト

ップ、児童労働！」「子どもたちには教育を！」と児童労働

反対を訴えてくれました。 

●当日の様子：高校生たちが本当によくがんばってくれまし

た。若い声が御堂筋に響き渡ったのはとてもよかったです。 

 

 

「チャリティーバザール」  (特活)日本ファイバーリサイクル
連帯協議会／6 月 10 日(日) 
●主なテーマ：チャリティー・児童労働 

●内容 

バザー：主な企画は、一般の方が行な

うフリーマーケットと、市民団体によ

る物販・飲食販売です。JFSA はフリ

マ会場の公園入口付近にテントブー

スを設営し、JFSA の活動紹介、パキ

スタンのアルカイールアカデミーに通う子どもたちの児童労

働などについて伝える場として、JFSA事務所が現地で 

 

 

 

行なっている子ども達へのインタビュー内容を掲示しました。 

●当日の様子：地域に開かれたフリーマーケットイベントと

することにより、NGO 活動に関心を持つ人のみではなく、地

域で暮らす様々な人々に参加していただき、JFSAの活動、そ 

してパキスタンのカラチ市で働きながら学ぶ子どもたちのた

めの学校、アルカイールアカデミーの活動を伝えることを目

的としていました。 

 

「テイク・アクションパレード6.17～ぼくらは働きたくない！
～」(特活)フリー・ザ・チルドレン・ジャパン／6 月 17 日(日) 
●主なテーマ：児童労働・子ども兵士 

●内容 

ウォーク：毎年、6月 12日「児童労

働反対デー」を記念して、日本国内

では NPO などのたくさんの団体が１

つになりキャンペーンをしています。

その一環としてパレードを開催し、

子どもを中心にみんながアクション

を起こし、もっともっと多くの人に世界の現状を知ってもら

うようにしたいという思いで開催しました。宮下公園から、

渋谷・表参道を一周する 1時間のコースを元気いっぱい Walk

しました。「Stop!Stop!児童労働!世界の子どもに教育を!」

と大きな声で叫びながらパレードを行い、街中を歩く方人々

に大切なメッセージを伝えることができました。 

●参加者の様子：軽快なサンバのリズムと懸命な子どもたち

の姿により街行く人の注目をあび、賛同してパレードに途中

参加してくださる方々の姿が多くみられました。 

 

大阪 

30名 

東京 

75名 

千葉 

400名 

山梨 

40名 

大阪 

23名 

東京 

135名 



 

 

■この短信は児童労働ネットワークのイベントにご参加いただいたみなさま、またネットワークの会員団体とつながりのある皆様にお送りしています。 

送付先の変更や送付不要の場合は、事務局までご連絡ください。 

児童労働ネットワーク(CL-Net)事務局 

〒110-0015 東京都台東区東上野 1-6-4 あつきビル3 階  (特活)ACE 内   

TEL：03-3835-7555  FAX：03-3835-7601 E-mail：info@cl-net.org  URL：http://cl-net.org/ 
 

 

児童労働ネットワーク（CL-Net）は、会員を募集中です！！ 

会員になると、会員のメーリングリストや学習会、運営会（オブザーバー参加）などに参加することができます。 

会員になるには？ 

○郵便振替口座：００１６０－８－６８５２８１  

口座名義：児童労働ネットワーク 

○銀行振込口座：三菱東京 UFJ銀行 上野支店  

普通口座 ５４１３６９９ 

口座名義：児童労働ネットワーク 

 

 

 児童労働ネットワーク会員団体(22)    
 (キャンペーン終了時点)  
 

（特活）アジア日本相互交流センター（ICAN）  

（公社）アムネスティ・インターナショナル日本 

（特活）ACE 

（特活）エファジャパン 

（特活）かものはしプロジェクト 

（特活）グッドネーバーズ・ジャパン 
グローバル・ヴィレッジ/ピープル･ツリー 

（特活）国際子ども権利センター 

国際食品労連日本加盟労組連絡協議会（IUF-JCC）  

（財）国際労働財団（JILAF） 
情報労連（情報産業労働組合連合会） 

（社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン  

Save Children Network 

 
 

 
（特活）ソルト・パヤタス 
（特活）テラ・ルネッサンス 

（特活）日本オーガニックコットン流通機構 

日本労働組合総連合会  

働く子どもの『遺産と伝説』キャンペーン

（OLAL） 
フード連合  

フェアトレード・リソースセンター 

(特活)フリー・ザ・チルドレン・ジャパン 

ＵＩゼンセン同盟 
 

 キャンペーン賛同団体(14) 

（特活)アーユス仏教国際協力ネットワーク 

アジアの女性と子どもネットワーク  

（特活）アフリカ日本協議会（ＡＪＦ） 
 

 

NTT労働組合 

教育協力 NGOネットワーク（JNNE） 

（特活）国境なき子どもたち （KnK） 

合同出版（株） 

（株）晶文社 

（特活）日本ファイバーリサイクル連帯協議会    

（JFSA） 

（特活）ハンガー・フリー・ワールド 

（特活）ヒューマンライツ・ナウ 

（公財）プラン・ジャパン 

(株)リーラ 

（特活）ワールド･ビジョン･ジャパン 

  

 キャンペーン協力学生団体(1) 

PeACE（PossibleEverything ACE：ピース） 

 

●キャンペーン 2012を振り返って <成果と課題> 

 2006年にスタートした「児童労働反対世界デーキャンペーン」は、今年で 7年目を迎えます。今年のテーマは、「子どもたち

の未来の話をしよう」でした。例年通りの 5月 5日（こどもの日）から 6月 30日にかけての約 2ヵ月間、児童労働を理解する

人を増やすための意識啓発と署名活動を通じた政策提言を主軸に、キャンペーンに賛同いただいた 14 団体と児童労働ネットワ

ーク会員の 22団体、合わせて 36団体のみなさまと活動を展開しました。 

 

 人々への啓発は今年も会員団体とキャンペーン賛同団体によるイベント開催が中心で、今年は期間中 26 の児童労働に関する

イベントが行われ、9,427名の方にご参加をいただきました。昨年は東日本大震災の影響でイベント件数・参加者数共に大きく

減少しましたが、今年は再び例年並みの規模で開催することが出来ました。開催地も北海道、東京、千葉、山梨、愛知、大阪、

福岡と全国に広がりを見せ、児童労働を伝える輪の広がりを感じさせました。 
 

 更に今年はソーシャルメディア（SNS）を積極的に活用し、児童労働を知る人を増やす新たな試みも展開しました。オリジナ

ル啓発動画の制作と Youtube配信、メインイベントのウェブ中継、ツイッターを活用した「児童労働ツイート選手権」の開催、

フェイスブックでの情報発信等の新たな活動に挑戦し、より幅広い層の方が児童労働のことを理解し、アクションを起こす機会

を提供することができました。 

 

 2008 年に開始し、例年数が伸び続けている署名活動では、今年も大変多くの方にご協力をいただき、過去最高の 28 万 5140

筆を集めることができました。本当に多くのご協力と力強いメッセージをお寄せいただき、心より感謝申し上げます。 

 

 CL-Net ではこれまで 7 年間のキャンペーンを通じて、様々な組織や個人のみなさまと協働しながら、児童労働を理解する人

やアクションを起こす人を少しずつ増やし、また政府の取り組みへの喚起に貢献できてきたと思っています。今後は、どうした

らより一層児童労働を日本の中で伝え、アクションを起こす輪を広げることができるのか、組織や個人のみなさまと共に考え、

協力し合って、次なる展開をしていきたいと考えています。また署名の要請事項の実現に向けたフォローアップ活動にも、より

一層力を入れていく方針です。引続きのご参加・ご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○会員の種別と会費（会費期限は毎年 10月～翌 9月） 

正会員 団体 一口 10,000円 （一口以上） 

(総会での議決権あり) 個人 一口 5,000円  （一口以上） 

協力会員 

(総会での議決権なし) 
個人 一口 1,000円  （一口以上） 

※振替用紙の通信欄には、必ず会員の種別と口数をご記入ください。 

 ※お振込みをいただいた際は、事務局までご連絡ください。 

http://www.amnesty.or.jp/
http://acejapan.org/
http://www.efa-japan.org/
http://www.gnjp.org/
http://www.globalvillage.or.jp/
http://www.c-rights.org/
http://www.iuf.org/www/ja/
http://www.jilaf.or.jp/
http://www.savechildren.or.jp/
http://www.salt.or.tv/
http://www.noc-cotton.org/
http://www.jtuc-rengo.or.jp/
http://www.olal.net/
http://www.olal.net/
http://www.jfu.or.jp/
http://www.ftrc-jp.org/
http://www.awcnetwork.org/
http://www.ajf.gr.jp/
http://www.ntt-union.or.jp/

